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○
総
代
と
は
？

　
森
林
組
合
は
協
同
組
合
で
あ
り
、
年
度

ご
と
に
事
業
報
告
と
し
て
総
会
を
開
催
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
会
は
組
合
員

全
員
が
出
席
し
て
行
う
の
が
難
し
い
た
め

に
、
各
地
区
の
組
合
員
の
代
表
が
総
代
と

し
て
総
代
会
に
出
席
し
ま
す
。
総
代
は
正

組
合
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
総
代
の
役
割

　

毎
年
度
開
催
さ
れ
る
総
代
会
に
出
席

し
、
各
議
案
に
対
し
て
議
決
に
参
加
で
き

ま
す
。
同
時
に
各
議
案
や
組
合
に
対
し
て

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
総
代

会
で
議
決
さ
れ
た
事
項
や
意
見
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
組
合
運
営
に
反
映
さ
れ
て
い

く
こ
と
か
ら
、
総
代
は
組
合
員
の
代
表
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

○
総
代
会
と
は
？

　
総
代
会
は
、
毎
事
業
年
度
１
回
、
５
月

頃
に
開
催
し
ま
す
。
そ
の
年
の
組
合
の
決

算
報
告
や
事
業
計
画
な
ど
の
各
種
議
案
が

提
出
さ
れ
、
各
議
案
に
対
し
て
総
代
の
承

認
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
総
代
会
に

出
席
で
き
な
い
総
代
は
、
代
理
人
ま
た
は

書
面
に
よ
る
議
決
を
行
使
し
て
総
代
会
の

議
決
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総代改選が行われ、210名の新しい総代さんが決まりました。
任期は、令和４年２月１日～令和７年１月31日までの３年間です。
どうぞよろしくお願いいたします。

大迫　賢二
安田　英文
小畑　寅男
中川　克敏
福谷　善彦
片山　和行
表　　隆志
木村　正明
表　　輝夫
城納　清隆
東間　宏之
杉山　秀峰
市川　健昭
室　　　修

長谷田裕之
有田　恭二
湯浅　晃誠
森口　正和
吉田　俊正
浅原　和夫
市原　和正
船津　　忠
北野　嘉登
小田　泰敬
尾﨑　順和
上田　憲徳
上田　武人

川本（27名）

千代延俊介
山下　英昭
松田　重夫
小寺　秀美
細川　静人
石津　久明
湯浅　憲幸
酒井　善忠
井上　廣行
平田　康智

渡邊　克修
田中　直文
今田　三之
美川　卓司
井上　経美
佐々木鶴義
本山　克司
早弓　保志
竹本　和広
安原　和男

古田　英二
早弓　優憲
井川　道也
小笠原映一
谷口　明則
坂根　直幸
渡　　　崇
山田　　博
階本　誠一

桜江（29名）

中原　保彦
山下　　学
吉川　　肇
上原　義廣
山崎　佳織
牛尾　輝夫
佐藤　隆博
小野　敏朗
下寺　誠一
坂井巳之利
大津　勝義

奥野　民夫
中田　修一
杉谷　正雄
景山　春芳
山本　幹雄
森山　良二
和田　末春
木村　晴雄
品川喜代市
久佐　　浩
門田　辰夫

青杉　大信
林　　房則
松本　愼二
西原　慎治
漆谷　光男
村田　金義
川角　義信
渡邊　節子
伊藤　　豊
安田　仁志

邑智（32名）

田部　正臣
淺原　　讓
大畠　修二
松嶋　忠夫
渡邊　光廣
高橋　龍夫
三上　芳喜

三上　博通
高橋　安夫
新田　一之
鎮波　政博
黒田　和夫
坪内　　實
山田　庄吾

髙橋　博文
藤原　茂樹
安田　　稔
岡崎　昌利
日高　和史
斉藤　絹枝
林　　　茂

大和（21名）

三上　武義
髙橋　幸則
細貝　輝男
光田　雅巳
石田　省二
井谷　増男
齋藤　眞三
青木　　隆

松島　弘文
三上　佳文
礒部　宗治
藤川　孝年
杉本　　昭
加藤　慎二
中村　泰三
日高　隆行

中村　　實
藤原　光三
中元　英次
永井　哲夫
加藤　博明
丸原　末治
荒田　和夫

羽須美（23名）

富長　安幸
土﨑　由文
岸　　一佳
井上　　至
井上　正幸
冨永　　等
松川　好史
荒河　勝洋
田岡　正徳
日高　寿生
日高　久志
荒瀬　　昇
石原　保夫
北村　豈弘

兼崎　博輝
上木　康雄
山本　和男
日高　正登
上田　清茂
佐田　増藏
桑野　千郷
洲濵　昭文
川本　恒夫
上田　正彦
丸山　利行
飯石　勝美
藤田　睦弘
洲濱　一徳

石橋　寿伸
横田　親男
水口　孝文
大平　禎二
稲垣　博利
宮本　昭憲
和田　文雄
森岡　弘典
藤田　憲司
佐倉　寬治
河上　一平
田中　幸男
森本　和英

瑞穂（41名）

渡辺　克洋
宮岡　雅昭
穗積　　薫
服部　幸朗
吉川　忠男
三千田　行
上田　康志
福田　直樹
渡邊　富夫
柘植　敏博
新田　敏弘
橋田　裕二
濱　　愼一

日高　孝雄
三宅　正浩
日野原利郎
中村清三郎
小笠原　清
服部　　弘
兒玉　志信
新田　幸夫
坂根　秀信
三宅　芳雄
寺本　　昭
金﨑　　学
南原　浩二

寺本　幹雄
木村　直行
溝口　真司
漆谷　泰志
森橋　敏士
寺本　　梟
山田　　泉
草村　　勇
東　　國雄
静間　　元
横山　義雄

石見（37名）

新しい 総代の みなさ んで す
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保
育
現
場
で
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
を

使
用
し
た
伐
倒
を
行
っ
た
際
、
完

全
に
倒
れ
き
ら
ず
に
他
の
木
に
寄

り
掛
か
る
状
態“
か
か
り
木
＂に

な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
か

か
り
木
の
処
理
は
危
険
な
作
業
で

あ
り
、
災
害
発
生
の
多
さ
か
ら
そ

の
処
理
方
法
の
中
に
は
労
働
安
全

衛
生
規
則
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
回
、
改

め
て
実
際
の
作
業
に
お
い
て
、
な

ぜ
禁
止
事
項
と
な
っ
て
い
る
の
か
、

そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る

の
か
と
い
っ
た
実
践
を
伴
っ
た
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

通
常
、
現
場
で
の
伐
倒
作
業
は

複
数
の
作
業
者
が
同
じ
山
に
入
り

ま
す
が
、
お
互
い
の
作
業
場
所
は

危
険
区
域
を
考
慮
し
、
離
れ
た
場

所
で
作
業
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

同
じ
班
で
あ
り
な
が
ら
普
段
行
っ

て
い
る
作
業
を
お
互
い
に
見
て
意

見
交
換
す
る
機
会
は
少
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
、
チ
ェ
ン

ソ
ー
の
位
置
、
作
業
手
順
等
を
見

て
学
ぶ
場
と
な
り
ま
し
た
。

昼
休
憩
の
後
は
、
事
務
所
へ
移

動
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

各
方
面
か
ら
普
段
考
え
て
い
る
こ

と
や
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
ま
と
め
て
い
き
な
が
ら
、

邑
智
郡
森
林
組
合
と
し
て
の
ル
ー

ル
を
ど
う
す
る
か
話
し
合
い
、
大

ま
か
な
原
案
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
美
郷
支
所
、
邑
南
支
所
に

お
い
て
も
同
様
の
研
修
を
行
う
予

定
で
す
。

安
全
第
一
、
仕
上
が
り
第
二
、

生
産
性
第
三
の
も
と
、
日
々
の
作

業
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う

し
て
も
早
さ
が
優
先
さ
れ
が
ち
で

す
。
何
よ
り
も
働
く
人
の
安
全
が

第
一
と
い
う
基
本
理
念
に
立
ち
返

り
、
よ
り
良
い
ル
ー
ル
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伐
倒
技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
令
和
３
年
12
月
７
日
、川
本
町
湯
谷
地
内
に
お
い
て
、浜
田
労
働
基
準
監
督
署
や
林
業・木

材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
を
招
い
て
、伐
倒
技
術
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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５
月
に
臨
時
職
員
と
し
て
入
組
し
、10
月
か
ら
正
職
員
と

し
て
美
郷
支
所
配
属
と
な
り
ま
し
た
日
高
で
す
。

入
組
し
て
８
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、前
職
と
は
職
務
内

容
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、慣
れ
な
い
業
務
が
多
々
あ
り
、

先
輩
や
上
司
の
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、勉
強

し
て
い
る
毎
日
で
す
。
１
日
で
も
早
く

業
務
を
覚
え
、邑
智
郡
森
林
組
合
、そ

し
て
地
域
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る

よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10
月
か
ら
チ
ッ
プ
工
場
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
勝
田
で
す
。

入
組
し
て
４
カ
月
が
経
ち
、現
場
で
は
本
当
に
危
険
と
隣

り
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
、よ
り
一
層
緊

張
感
を
持
っ
て
、ま
ず
は
安
全
を
第
一
に
考
え
て
こ

れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る

毎
日
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

日ひ

高だ
か

　
　
渉わ
た
る

　（
美
郷
支
所
）

勝か
つ

田た

　
雅ま
さ

志し

　（
チ
ッ
プ
工
場
）

新
人
紹
介

10
月
１
日
入
組

地
籍
調
査
に
つ
い
て

地
籍
調
査
と
は

人
に
関
す
る
記
録
を「
戸
籍
」

と
言
う
よ
う
に
、
土
地
に
関
す
る

記
録
を「
地
籍
」と
言
わ
れ
ま
す
。

土
地
を
筆
と
い
う
単
位
で
区
分
し
、

そ
の
土
地
の
所
有
者
・
地
番
・
地

目
・
境
界
・
面
積
等
、
土
地
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
調

査
や
測
量
を
行
い
、
厳
密
な
検
査

を
受
け
て
地
図
と
簿
冊
と
し
て
ま

と
め
ま
す
。

作
成
さ
れ
た「
地
籍
図
」「
地

籍
簿
」は
、
そ
の
写
し
が
登
記
所

（
法
務
局
）に
送
付
さ
れ
、
地
籍

簿
を
基
に
登
記
簿
が
書
き
改
め
ら

れ
、
地
籍
図
は
不
動
産
登
記
法
第

14
条
１
項
地
図
と
し
て
備
え
付
け

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
不
正
確
だ
っ
た
登

記
所
の
図
面（
公
図
）や
登
記
簿

が
正
確
に
な
り
、
調
査
の
成
果
が

不
動
産
登
記
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
、
土
地
取
引
や
公
共
事

業
の
円
滑
な
実
施
・
土
地
利
用
計

画
の
策
定
・
災
害
復
旧
の
復
興
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
は
な
ぜ
必
要
？

当
組
合
で
は
、
邑
南
町
の
委
託

事
業
で
石
見
地
区
及
び
瑞
穂
地
区

の
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
進
捗
率
は
約
75
％
で
、
事

業
完
了
ま
で
に
は
今
後
、
20
数
年

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

未
調
査
の
地
区
で
は
、
役
場
に

備
え
て
あ
る
土
地
台
帳
・
地
図
や

登
記
所
に
備
え
て
あ
る
公
図
・
登

記
簿
は
、
明
治
初
期
の
地
租
改
正

で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
不
完
全

な
箇
所
が
多
く
、
特
に
図
面
は
、

当
時
の
簡
易
な
測
量
技
術
と
課
税

に
対
す
る
配
慮
等
の
た
め
、
実
際

の
土
地
に
比
べ
て
面
積
も
形
も
大

き
く
違
っ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ

り
ま
す
。
地
図
の
精
度
が
低
く
実

際
の
境
界
位
置
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
図
面
と
境
界
位
置
が

一
致
せ
ず
、
正
確
と
言
え
な
い
状

況
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

個
人
間
で
の
土
地
取
引
が
簡
単

に
で
き
な
か
っ
た
り
、
相
続
し
た

土
地
の
位
置
や
境
界
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
り
、
公
共
事
業
で
の
用

地
取
得
が
円
滑
に
進
ま
な
か
っ
た

り
、
境
界
位
置
が
分
か
ら
な
い
た

め
に
災
害
復
旧
に
時
間
が
か
か
る

と
い
っ
た
弊
害
が
発
生
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
籍
調
査

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に

基
づ
き
国
・
県
・
町
が
事
業
費
を

負
担
し
ま
す
の
で
、
個
人
負
担
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

１
地
区
の
地
籍
調
査
は
、
１
年

目
で
現
地
の
一
筆
地
調
査
を
実
施
、

２
年
目
で
測
量
を
実
施
、
３
年
目

で
地
籍
図
・
地
籍
簿
の
作
成
及
び

閲
覧
・
登
記
と
複
数
年
か
か
る
事

業
で
す
。

土
地
所
有
者
及
び
相
続
人
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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島
根
県
立
農
林
大
学
校

�

林
業
科
２
年　
日
野
山　
大
輔 

さ
ん

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と

私
は
、今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

邑
智
郡
森
林
組
合
の
チ
ッ
プ
工
場
に
て
、

３
週
間
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
で
は
、主
に
実
習
林
で
授
業
を
行

い
、そ
こ
で
林
業
に
関
す
る
様
々
な
技
術
、

知
識
を
学
び
、今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
初
め
て
現
場
で
の
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

現
場
で
の
作
業
は
、実
習
林
と
違
い
急

な
斜
面
、繁
茂
し
た
サ
サ
、多
く
の
大
径

木
な
ど
、様
々
な
違
い
が
あ
り
、驚
き
ま

し
た
。そ
れ
ら
に
対
応
す
る
に
は
、今
ま

で
習
っ
て
き
た
こ
と
の
応
用
が
必
要
と

な
り
、現
場
作
業
員
の
方
々
に
色
々
な
ア

ド
バ
イ
ス
、ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、

「
作
業
の
速
さ
は
、目
立
て
の
良
さ
」と
い

う
言
葉
で
す
。目
立
て
の
こ
と
に
関
し
て

は
、み
な
さ
ん
口
を
揃
え
て“
一
番
大
事

な
こ
と
”と
仰
っ
て
お
り
、そ
の
刃
で
伐

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
切
れ
味
は
と
て
も
早

く
ス
ム
ー
ズ
な
も
の
で
、自
分
の
目
立
て

の
至
ら
な
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん
だ

こ
と
を
今
後
に
活
か
せ
る
よ
う
学
校
で

の
実
習
に
励
み
、卒
業
後
は
、林
業
作
業

員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

川
本
中
学
校　
３
年　
實じ
つ
成な
り　
風ふ
う
雅が 

さ
ん

�

３
年　
甚じ
ん
田た　
和か
ず
也や 

さ
ん

中
学
生
職
場
体
験

«

本
所»

令
和
３
年
９
月
１
日
・
２
日
の
２

日
間
、
川
本
中
学
校
３
年
生
の
實
成

風
雅
さ
ん
と
甚
田
和
也
さ
ん
の
２
名

が
職
場
体
験
を
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
天
候
が
悪
い
中
で
し
た

が
、
山
の
現
場
で
の
測
量
体
験
や
、

菌
床
工
場
で
菌
床
し
い
た
け
の
栽
培

に
つ
い
て
学
習
を
さ
れ
ま
し
た
。
２

日
目
も
現
場
へ
行
き
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

を
使
っ
た
玉
切
り
や
林
業
機
械
の
操

縦
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

お
２
人
と
も
現
場
で
の
体
験
に
大

変
疲
れ
た
様
子
で
し
た
が
、
対
応
し

た
職
員
と
の
会
話
で
緊
張
や
不
安
が

ほ
ぐ
れ
、「
仕
事
を
す
る
と
い
う
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
こ
と
を
将
来
に
繋

げ
て
い
き
た
い
」と
感
想
を
い
た
だ

き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
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美郷支所
TOPICS

１回に約30kg（約150本）の苗木を現場へ運ぶ大型ドローン

大型ドローンによる林業省力化技術実証事業

『みさとふるさとまつり』　　 開催
令和３年11月７日に、第17回美

郷町産業祭『みさとふるさとまつり』が
開催されました。

今回は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より来場者は町民限定とし、会場も役場裏駐車場
という規模を縮小した中での開催となりましたが、当
日は多くの方にご来場いただき、２年ぶりの産業祭は賑わ
いを見せました。

当組合では、林業機械や資材、菌床ブロックを中心に販
売し、また恒例となっているイベントの「丸太切り競争」
をステージ上で行い、高校生から初の女性の方にも参加い
ただき、大変に盛り上がりました。

令和４年は、従来通りの産業祭が開催できることを期待
し、また多くの方に足を運んでいただければと思います。

令和３年11月25日・26日、美郷町別府地内の公社
造林地にて、林業省力化事業による大型ドローンを
使ったコンテナ苗を運搬する実証実験が行われまし
た。今回の事業は、島根県と東京の古河電気工業（株）、
古河産業（株）、美郷町、島根県林業公社、島根県中
山間地域研究センター、江の川下流
流域林業活性化センター、当組合美
郷支所が参加し、山へ人力で苗木を
運ぶ労力と、ドローンを使っての運
搬では、どれだけ作業員の作業効率
と負担が軽減できるかを比べる目的
で、１日目はドローンで行い、２日
目は人力で実証実験を行いました。

当日は心配だった天気も持ち、た
くさんの県内の林業事業体も参加で
きました。私も撮影用のドローンを
扱うことがありますが、なんといっ
ても今回使用した運搬用のドローン
は大きく、迫力あるものでした。ド
ローンは撮影用が主流ですが、最近
では物資運搬の方にも各事業者が力

美郷支所　玉岡　優

２年
ぶりの

を入れている中、林業にも活用できることになればと
てもすばらしいと感じました。林業従事者が減少して
いる今、これらの方法で経費や労務負担の軽減ができ
れば今後、林業はより発展していくのではないかと思
います。
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みーもスクール植樹祭

令和３年11月26日、樹冠ネットワーク主催のみーも
スクール植樹祭が開催されました。瑞穂中学校の全校
生徒86名が参加し、ヒノキのコンテナ苗を400本植樹
しました。当組合は、山林所有者様のご厚意により邑
南町鱒渕地内を会場として提供させていただきました。

当日は天気も良く、２・３年生の生徒さんたちは毎年
植樹をされているということもあり、１年生の生徒さ

瑞穂中学生の
林業体験に思う
樹冠ネットワーク
� 代表　樋口  千代子さん

私は、森林・林業に興味を持ってもらう
活動を20年行っています。森林組合さんと
瑞穂中学校をコーディネートしてからも
10年近く経ちます。中学生に林業機械の運
転、枝打体験、そして6年目の植林体験と、
ご協力を感謝しております。

苗木は広葉樹やヒノキのコンテナ苗、場
所は、いこいの村、布施、岩屋、出羽と地形
もいろいろです。今年はその集大成みたい
な地形でした。なかなかの急傾斜地で、雨
上りでもあって心配しましたが、「案ずる
より産むが易し」やっぱり若者はいい！ 怪
我もなく全てのコンテナ苗をやっつけまし
た！！

植付機を貸してくださった、大田市森林
組合様、島根森林管理署様、ご協力ありが
とうございました。

この体験を通して、森林・林業に関心を
持ち、ふるさとを見つめ直してみてください。

んを指導しながら慣れた手つきで
コンテナ苗専用穴掘り機を使い、丁寧
に苗木を植えられました。いつもは静まり
返っている山林の中もこの日ばかりは賑やか
な声が響きわたり、明るい空気に包まれていました。

少しでも自然や山林に興味、関心を持ってもらえる
よう、今後もこの活動を応援していきたいと思います。

急斜面で転
びながらも

楽しそう♪

邑南支所
TOPICS
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購買品のご紹介森林組合 ※商品は全て税込価格
　となっております。

その他、林業機械・農林業用資材を多数取り扱っております。お気軽にお問い合わせください。

2,000円R4.3月末まで R4.3月末まで
通常価格 2,140円 ➡ 〈各種〉通常価格510円 ➡

ダイローブ 120（M・L・LL） お茶類（しいたけ・こんぶ・梅こんぶ）

組合員各種
手続きのお願い

本所（川本） ☎72-0277　 邑 南 支 所 ☎
（IP 050-5207-5209）

83-0164　 チップ工場　☎
（IP 050-5207-3480）

95-0985
美 郷 支 所 ☎75-0032　 桜江出張所 ☎92-0064（午前中のみ営業）

お問い合わせ先

　インナーが完全に取り出せて洗濯が可能な防寒手袋
です。−60℃でも固くならないことから、低温下での
林業・土木作業や冬場の雪かき等の作業に適しています。
　完全防水仕様のため、魚釣りにも最適です。

　寒い冬は温かいお茶を飲んでホッとしませんか？ 
そのまま飲むだけでなく、しいたけ茶は吸い物や茶わ
ん蒸しの出汁に、こんぶ茶は調味料として、梅こんぶ
茶は浅漬けの素など幅広くお使いいただけます。

①�組合員さんが亡くなられたときは、
相続手続きが必要になります。
　�組合員さんが亡くなられた日から、
270日以内に当組合まで届出くだ
さい。
②�その他名義変更が生じたときや、
転居等により住所・連絡先が変更
になったときは各種届出が必要で
すので、最寄りの本所または各支
所・出張所までお問い合わせくだ
さい。

※�各種届出用紙は、ホームページからも
ダウンロードできます。

森林作業道の開設に従事していただく現場技術
員さんを募集しております。

建設機械運転資格をお持ちの方はもちろん、資
格をお持ちでない方でも入組後、“資格取得制度”
がありますので、本所 事業課またはハローワー
ク川本までお気軽にお問い合わせください。

重機オペレーター
募集中！

特別
価格 400円特別

価格
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